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1. ソフトウェア概要
LINEスタンプ作成ツールは、1枚の画像からLINEスタンプ用の画像を効率よく作成するためのWindowsデスク
トップアプリケーションです。画像を任意の位置で分割し、LINEスタンプの規格に合ったサイズに自動調整
します。スタンプのメイン画像（Main）とタブ画像（Tab）の書き出しにも対応しています。

絵ごとに幅・高さを変えて切り出せるのが、このアプリの特長です。 横長の絵や縦長の絵が混在していて
も、縦線・横線の必要な区間だけを動かし、それぞれの絵に合う分割範囲に調整できます。詳しくは、4.3 分
割ラインの補正の「実例：絵ごとに幅・高さを変えて切り出す」を参照してください。

動作環境

OS: Windows 10 / 11
ランタイム: .NET 10

2. はじめての使い方（操作手順）
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初めて使う方向けに、画像を用意してから、ZIPでまとめるまでの一連の流れを説明します。各操作の詳しい
説明は、「4. 基本操作」を参照してください。

この説明書の画面例は、「LINEスタンプ作成ツール」Ver 0.2.1のアプリを実際に起動し、横4個 × 縦2個のサン
プル画像を操作して撮影したものです。画面に表示される出力先のパスやZIPファイル名は、お使いの環境に
よって異なります。

全体の流れ

手順 内容

0 準備: 元になる画像と、出力先のフォルダを用意する

1 アプリを起動し、出力先フォルダを確認する

2 画像をドラッグ＆ドロップで読み込む

3 （必要なときだけ）背景を透明にする

4 自動分割で、ざっくり分割線を引く

5 分割線を1本ずつ調整する

6 分割を実行する

7 書き出された画像を確認する

8 Main画像とTab画像を書き出す

9 ZIPでまとめる

手順0. 準備する

元になる画像

1枚の画像に、スタンプにしたい絵を格子状に並べたものを用意します。

縦に並べる数と、横に並べる数をそろえて、碁盤の目のように配置します。例: 横4個 × 縦2個で8個。
絵と絵の間に、余白をあけておきます。絵が隣とくっついていると、分割線をきれいに引けません。

背景は単色にしておくと、あとで背景を透明にできます（手順3）。
画像の形式は、PNG / JPG / JPEG / BMP / GIF / TIFF / WebP に対応しています。
必要なスタンプの数など、LINEに登録するときの規格は、LINEの公式の案内で確認してください。こ
の説明書には記載していません。

出力先のフォルダ

パソコン上に、空の新しいフォルダを作っておきます。例: 「スタンプ作業」。

重要: 「ZIPでまとめる」を実行すると、出力先フォルダ内のPNGファイルがすべて削除されます。初
めて起動したときの出力先はデスクトップです。デスクトップのままで作業すると、無関係なPNG画
像まで削除されるおそれがあります。必ず、専用の空のフォルダを出力先にしてください。

手順1. アプリを起動して、出力先を確認する
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1. アプリを起動します。
2. 画面上部の「出力先:」に表示されているフォルダを確認します。
3. 手順0で作ったフォルダになっていなければ、「変更」ボタンを押して、そのフォルダを選びます。

出力先の設定は保存されます。次回の起動時にも、同じフォルダが選ばれた状態で始まります。

図1：起動直後の画面。 最初に、左上の「出力先:」と、その右の「変更」ボタンを確認します。中央の灰色
のエリアが、画像をドロップする場所です。

手順2. 画像をドラッグ＆ドロップで読み込む

1. エクスプローラーで、元になる画像のファイルを表示します。
2. 画像ファイルを、アプリの中央の大きな灰色のエリア（「ここに画像をドラッグ＆ドロップ」と書かれ
た場所）にドラッグ＆ドロップします。

3. 画像がエリア内に表示されれば、読み込みは完了です。

ドラッグ＆ドロップができないときは、画面左上の「画像を選択」ボタンを押して、ファイルを選んでも読

み込めます。
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図2：画像を読み込んだ状態。 8個の絵がすべて見えていることを確認します。この例では、まだ白い背景が
残っています。

手順3. 背景を透明にする（必要なときだけ）

背景を透明にしたスタンプにしたいときに行います。背景が不要な場合や、すでに透明な場合は、この手順

を飛ばして手順4へ進みます。

1. 「許容差」のスライダーを、20〜30くらいに合わせます。
2. 「透過処理」ボタンを押します。
3. 画像の背景が、灰色と白の市松模様になったことを確認します。
4. 確認のダイアログで、結果に問題がなければ「はい」を押します。問題があれば「いいえ」を押す
と、元の画像に戻ります。

5. 背景が残っているときは確認で「いいえ」を選んで元に戻し、許容差を少し上げて、もう一度「透過
処理」を押します。すでに「はい」で適用した場合は、元画像を読み込み直してから試してくださ

い。

許容差を上げすぎると、背景ではない部分まで透明になることがあります。詳しくは、「4.12 透過処
理」を参照してください。
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図3：透過処理の確認。 市松模様の部分が透明になった背景です。絵や文字が欠けていなければ「はい」、や
り直すときは「いいえ」を押します。

手順4. 自動分割で、ざっくり分割線を引く

まず、絵の並び方に合わせて、等間隔の分割線を一気に引きます。

1. 画面2行目の「自動ライン引き」にある「横:」の欄に、横に並んでいる絵の数を入力します。例: 横に4
個並んでいれば「4」。

2. 「分割　縦:」の欄に、縦に並んでいる絵の数を入力します。例: 縦に2個並んでいれば「2」。
3. 「自動ライン引き」グループの「実行」ボタンを押します。

画像の上に、赤い線が等間隔で引かれます。「横4・縦2」なら、縦線が3本、横線が1本になります。

自動分割を押すと、それまでに引いた線はすべて消えて、引き直されます。線を消してしまった場合

は、Ctrl + Z で元に戻せます。
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図4：横4・縦2の自動分割。 2行目の分割数入力欄を絵の並びに合わせます。赤い線が絵や文字を横切らず、
余白を通っているか確認してください。

手順5. 分割線を1本ずつ調整する

自動で引いた線は等間隔なので、絵の位置とずれていることがあります。絵が線の内側にきれいに収まるよ

うに、調整します。

5-1. 画像を拡大して見る

Alt キーを押しながら、マウスのホイールを回すと、カーソルの位置を中心に拡大・縮小できます。
拡大したあとは、次の操作で見たい場所へ動かします。

ホイールを回す: 画像が上下に動きます。
Shift キーを押しながらホイールを回す: 画像が左右に動きます。
Space キーを押しながらドラッグする: 好きな方向に動きます。

5-2. 線を動かす

赤い線の近くにマウスを合わせて、そのままドラッグします。線が動きます。

線は、隣り合う絵の間の、余白の中央に合わせます。

5-3. 線を足す・消す
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足す: 「縦線」または「横線」を選びます（画面上部のラジオボタン）。線を引きたい場所でクリック
します。

消す: 消したい線の近くで、右クリックします。

5-4. 一部の絵だけがはみ出しているときは、その部分だけ線を折る

たとえば、縦に並んだ絵の1つだけが、右へ少しはみ出しているとします。線全体を動かすと、ほかの絵が切
れてしまいます。そのようなときは、はみ出している段の線だけを動かします。

1. Shift キーを押します。
2. Shift を押したまま、はみ出している段の線にマウスを合わせます。その段の線が青く強調されます。
3. Shift を押したまま、その線をドラッグして、はみ出している絵が収まる位置まで動かします。その段
の線だけが動き、線が折れます。折れた部分は、オレンジ色で表示されます。

4. 元に戻したいときは、Shift を押しながら、その線を右クリックします。

線を折ると、隣り合う絵の境界は共有されます。線を右に動かした段では、左側の絵の範囲が広が

り、右側の絵の範囲が縮みます。

図5：下段だけを補正した例。 左から1本目の縦線を、Shift + ドラッグで下段だけ右へ動かしています。上段
の赤い線は元の位置のままで、動かした区間と段差がオレンジ色になります。

縦線だけでなく、横線も列ごとに上下へ動かせます。横長・縦長の絵が混在する場合の調整前・調整後・分

割結果は、4.3 分割ラインの補正の実例を参照してください。
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5-5. 間違えたとき

Ctrl + Z を押すと、直前の線の操作を取り消せます。押すたびに、1つずつ前の状態に戻ります。

5-6. 確認のしかた

すべての絵が、赤い線（またはオレンジ色の線）で区切られた四角の中に、きれいに収まっているかを確認

します。画像全体を見たいときは、Alt キーを押しながらホイールを回して、倍率を1倍（ウィンドウに収ま
る大きさ）に戻します。

手順6. 分割を実行する

1. 画像の外周の余白を切り離すために線を引いていて、その余白の部分を書き出したくないときは、「上
辺を除外」「下辺を除外」「左辺を除外」「右辺を除外」のうち、該当するものにチェックを入れます。

端にも書き出したい絵があるときは、チェックを入れません（初めて使うときは、チェックなしで問

題ありません）。

2. 青い「分割実行」ボタンを押します。
3. 「○枚の画像を書き出しました。」と表示されたら、「OK」を押します。

出力先のフォルダに、01.png、02.png、… という連番のファイルが保存されます。画像は、LINEスタンプ用
の大きさに自動で調整されます。

注意: 「分割実行」を2回押すと、同じ絵が続きの番号でもう一度書き出され、重複します。押し直す
必要があるときは、先に書き出された画像を、手順7の方法で消去してください。
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図6：分割完了のメッセージ。 この例では、補正を元に戻してから分割し、8枚を書き出しています。枚数と
出力先を確認して「OK」を押します。

手順7. 書き出された画像を確認する

画面の下にある「分割済み画像」のエリアに、書き出された画像がサムネイルで並びます。

「分割済み画像:」の下には、Main／Tabを除いた画像の枚数が表示されます。透明部分は白と灰色の市松模
様で確認できます。サムネイルをダブルクリック、または右クリックして「修正」を選ぶと、別ウィンドウ

で大きく確認でき、円形ブラシで塗ったり、透明色で不要な部分を消したりできます。操作方法は4.13 分割
済み画像の確認・修正を参照してください。

図7：分割結果の確認。 下部に8枚のサムネイルが並びます。サムネイルをクリックすると選択でき、その画
像を消去したり、Main・Tab画像として書き出したりできます。

絵が切れていないか、余計な絵が入り込んでいないかを、1枚ずつ確認します。
問題があるときは、次のように直します。

1. 問題のある画像のサムネイルをクリックして選びます。
2. 「選択画像を消去」ボタンを押し、確認のダイアログで「OK」を押します。
3. 上の画像エリアで、その絵を囲む分割線を調整します（手順5）。
4. 調整した絵の中で、分割線から離れた位置を右クリックして、「個別分割」を選びます。その絵
だけが、あらためて書き出されます。

手順6で外周の除外にチェックを入れていても、個別分割は、その設定に関係なく書き出されます。
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番号が抜けてしまっても問題ありません。ZIPでまとめるときに、01から順に振り直されます（手順
9）。

手順8. Main画像とTab画像を書き出す

LINEスタンプには、一覧で使われる「Main」の画像と、トークルームのタブに使われる「Tab」の画像が必要
です。どちらも、書き出したスタンプの中から1枚ずつ選びます。

Main画像

1. 「分割済み画像」のエリアで、Mainにしたい画像を1枚クリックして選びます。
2. 画面下部の左側にある「選択した画像を書き出し:」の横の、緑色の「Main (240×240)」ボタンを押し
ます。

3. 「Main画像を保存しました。」と表示されたら、「OK」を押します。

Tab画像

1. 「分割済み画像」のエリアで、Tabにしたい画像を1枚クリックして選びます（Mainと同じ画像でも、
別の画像でもかまいません）。

2. オレンジ色の「Tab (96×74)」ボタンを押します。
3. 「Tab画像を保存しました。」と表示されたら、「OK」を押します。

書き出した main.png と tab.png は、「分割済み画像」のエリアで、赤い枠が付いた状態で先頭に表示され
ます。2つとも赤枠で表示されていれば、準備は完了です。

選択する画像を変えて同じボタンを押すと、既存のMainまたはTab画像が入れ替わります。Mainボタンは
main.png、Tabボタンは tab.png を上書きし、サムネイルも更新します。書き出し後も、元の分割画像の選
択は維持されます。

Main画像とTab画像は、選んだ画像の縦横比を保ったまま縮小され、足りない部分は透明な余白で埋
められます。元の画像（01.png など）はそのまま残ります。
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図8：Main・Tab画像の準備完了。 下部の緑色のボタンがMain、オレンジ色のボタンがTabの書き出しです。
書き出すと、サムネイルの先頭に main.png、tab.png の順で赤枠の画像が追加されます。

手順9. ZIPでまとめる

1. 「分割済み画像」のエリアに、main.png と tab.png の赤枠の画像があることを確認します。
2. 画面右下の「ZIPでまとめる」ボタンを押します。
3. 「ZIPファイルを作成しました。」と表示されます。表示されたパスに、ZIPファイルが保存されていま
す。

ZIPファイルの名前は、作成した日時（例: 20260927143025.zip）です。出力先のフォルダに保存されます。
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図9：ZIP作成完了。 メッセージに表示された場所にZIPが保存されます。元のPNGが削除されるため、下部
のサムネイルが空になるのは正常です。

ZIPの中身は、次のようになります。

ファイル 内容

main.png Main画像（240×240）

tab.png Tab画像（96×74）

01.png、02.png、… 分割したスタンプ画像（01から順に、連番で付け直されます）

注意: ZIPを作成すると、出力先のフォルダ内のPNGファイルは、すべて削除されます。ZIPの中身は、
削除されません。ZIPの中身に間違いがないことを確認してから、必要に応じてZIPを別の場所へコピ
ーしておいてください。

main.png と tab.png の片方でも無いときは、不足しているファイル名が表示されて、ZIPは作成され
ません。手順8をやり直してください。

以上で、スタンプ画像の準備は完了です。

うまくいかないとき
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状況 原因と対処

画像をドロップしても表示

されない

画像ファイルでない、または対応していない形式です。「画像を選択」ボタ

ンから読み込んでください。

線を引こうとしても、線が

引けない

「Shift」や「Space」を押していると、線は引けません。キーを離してか
ら、クリックしてください。

線の近くを右クリックした

のに、「個別分割」が出な

い

線の近くでの右クリックは、線の削除になります。線から少し離れた位置

で、右クリックしてください。

「ZIPでまとめる」を押し
てもZIPができない

main.png と tab.png の両方が必要です。手順8で、両方を書き出してくだ
さい。

書き出した画像が重複して

いる

「分割実行」を複数回押した可能性があります。不要な画像を「選択画像

を消去」で削除してください。ZIPでは、残った画像が01から順に振り直さ
れます。

線を間違って消した Ctrl + Z で元に戻せます。

3. 画面構成
メイン画面は、上から順に次のエリアがあります。分割済み画像の確認・塗り修正は、別ウィンドウで行い

ます。

全体の配置は、図7：分割結果の確認を参照してください。上部で設定し、中央で分割線を調整し、下部で書
き出した画像を確認します。

エリア 内容

1行目（淡い
青）

「画像を選択」ボタン、出力先パスの入力欄、「変更」ボタンがあります。出力先は直接

入力することもできます。

2行目（淡い
紫）

「透過処理」「追加のライン種別」「自動ライン引き」の3つのグループがあります。透過
処理と許容差、縦線・横線の選択、横・縦の分割数と「実行」ボタンを配置しています。

3行目（操作
説明）

「画面操作」「スクロール」「分割線」「区間操作」の説明が表示されます。画面幅に合わ

せて折り返します。

画像表示エ

リア

読み込んだ画像を表示します。分割ラインの操作、拡大縮小、個別分割はここで行いま

す。

分割設定

（淡い緑）

画像表示域の下に、上下左右の除外チェックと「分割実行」ボタンがあります。除外する

範囲は画像上に半透明の灰色で表示されます。

分割済み画

像エリア

出力先のPNGを市松模様付きで表示し、Main／Tabを除いた枚数を表示します。Main／
Tabは赤枠で強調されます。右クリックから「修正」「削除」を選べます。

書き出しボ

タンエリア

選択した画像をMain / Tabサイズで書き出すボタンと「ZIPでまとめる」ボタンがありま
す。
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4. 基本操作

4.1 画像の読み込み

次のいずれかの方法で画像を読み込みます。

ドラッグ＆ドロップ: 画像ファイルを画像表示エリアに直接ドロップします。
ファイル選択: ツールバーの「画像を選択」ボタンを押し、ファイル選択ダイアログから画像を選びま
す。

対応フォーマット: PNG / JPG / JPEG / BMP / GIF / TIFF / WebP

画像を読み込んでも、分割済み画像エリアはリセットされません。出力フォルダの内容がそのまま維

持されます。 画像を読み込むと、分割ラインと取り消しの履歴はリセットされます。

4.2 分割ラインの操作

画像を任意の位置で分割するラインを手動で設定します。

操作 内容

ライン種別

の選択
「縦線」または「横線」のラジオボタンで、引くラインの向きを選びます。

ラインの追

加

画像上にマウスを置くと、選択中のライン種別の破線（青）がカーソル位置に表示されま

す。クリックするとラインが追加されます。

ラインの移

動

既存のラインの近く（約6px以内）でマウスボタンを押したままドラッグすると、ライン
全体を移動できます。

ラインの削

除
既存のラインの近くで右クリックすると、そのラインが削除されます。

ラインの色は、通常は赤です。補正のある区間はオレンジで表示されます（4.3 を参照）。

4.3 分割ラインの補正（区間の移動）

ラインは、交差する別の向きのラインで区切られた区間ごとに、折れ曲げて位置を補正できます。 たとえ
ば、縦に並んだ画像の1枚だけが少し横にはみ出している場合に、その段の縦線だけを動かして切り出し範囲
を補正します。

縦線は行ごとに左右へ、横線は列ごとに上下へ調整できます。 両方を組み合わせることで、同じ元画像の中
でも、絵ごとに幅・高さの異なる範囲で切り出せます。操作はどちらも Shift + ドラッグ です。

実例：絵ごとに幅・高さを変えて切り出す

次の画面は、サイズの異なる6個の絵を並べたサンプルを、アプリで実際に操作したものです。「横3・縦2」
で自動分割してから、絵に合わせて区間を調整します。

① 調整前：均等な線では、横長・縦長の絵が切れてしまう
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左下の緑色の絵は、右側が縦線をはみ出しています。右上の紫色の絵は、下側と文字が横線をはみ出してい

ます。このまま分割すると、絵や文字が途中で切れてしまいます。

② 幅の調整：左下の横長の絵だけ、範囲を広げる

1. Shift キーを押したまま、左から1本目の縦線の下段にマウスを合わせます。
2. その区間を右へドラッグし、緑色の絵全体が収まる位置へ動かします。
3. Shift キーを離します。
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動かした下段の縦線がオレンジ色になりました。左下の幅は広がりますが、左上の「小さめ」の幅はそのま

まです。右隣の「通常」の範囲は狭くなるので、そちらの絵も収まっているか確認します。

③ 高さの調整：列ごとに、横線の位置を変える

1. Shift キーを押したまま、横線の右端の列の区間を下へドラッグします。紫色の絵と「縦長」の文字の
下まで、上段の範囲を広げます。

2. 同じ操作で、横線の左端の列の区間を上へドラッグします。「小さめ」の絵の下に線を合わせ、左下の
範囲を広げます。

3. 中央の列の横線は動かさず、すべての絵と文字が線の内側に収まっていることを確認します。
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これが、画像ごとにサイズの異なる分割範囲を設定した状態です。 左下は横長の範囲、右上は高さのある範
囲、右下は高さを抑えた範囲になっています。上段と下段で縦線の位置が違い、左・中央・右の列で横線の

高さも違う点に注目してください。

調整する線 この例での操作 調整できること

縦線の下段 右へ移動 左下の絵の幅を広げる。上段の幅は維持する。

横線の右列 下へ移動 右上の縦長の絵の高さを確保する。中央列の高さは維持する。

横線の左列 上へ移動 左上を小さめに区切り、左下の高さを広げる。

④ 分割結果：調整した範囲で、6枚をまとめて書き出す

「分割実行」を押し、完了メッセージの「OK」を押します。下部のサムネイルで、絵や文字が欠けていない
か確認します。
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この操作で実際に書き出されたPNGのサイズは、次のとおりです。分割範囲の縦横比に合わせて、書き出し
後の画像サイズも変わります。

元画像の位置 絵のラベル 出力ファイル 書き出しサイズ（幅 × 高さ）

左上 小さめ 01.png 370 × 212 px

中央上 横長 02.png 370 × 276 px

右上 縦長 03.png 320 × 320 px

左下 幅を広げる 04.png 370 × 272 px

中央下 通常 05.png 320 × 320 px

右下 低め 06.png 370 × 184 px

調整するのは、元画像から切り出す範囲の幅・高さです。出力サイズを数値で個別指定する操作では

ありません。書き出すときは「5. 画像サイズ調整ルール」に従って自動調整されます。また、境界は
隣の絵と共有されるため、線を動かしたら両側の絵を確認してください。

区間とは

縦線の区間: 横線で区切られた「行」ごとの部分です。
横線の区間: 縦線で区切られた「列」ごとの部分です。
交差する向きのラインが1本もないときは、ライン全体が1つの区間です。
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操作

操作 内容

Shift + ドラッグ カーソルに最も近い1区間だけを移動します。

Shift + 右クリック その区間の補正を0に戻し、ラインをまっすぐに戻します。

Shift を押したままマウスを動かす 動かせる区間が青く強調されます。

Shift + クリック（ライン以外の場
所）

何もしません。ラインは追加されません。

ドラッグ（Shiftなし）
従来どおりライン全体を移動します。区間ごとの補正量は維持され

ます。

動作のルール

隣り合うセルは、同じ折れ線を境界として共有します。区間を右へ動かすと、その段の左のセルは広

がり、右のセルは縮みます。切り出し範囲が重なったり、隙間ができたりすることはありません。

補正のない区間は赤、補正した区間はオレンジで表示されます。補正した区間の境目は階段状に描か

れます。

同じ区間内で隣のラインとの間隔は、最小2pxに保たれます。
ラインを追加して区間が分かれた場合は、分かれた両方の区間が元の補正量を引き継ぎます。

ラインを削除して区間が統合された場合は、上側（左側）の区間の補正量が引き継がれます。

「自動ライン引き」を実行すると、すべてのラインと補正が新しく作り直されます。

4.4 自動分割

均等にラインを自動配置する機能です。

1. 「横:」の数値欄に横方向の分割数を入力します。
2. 「縦:」の数値欄に縦方向の分割数を入力します。
3. 「自動ライン引き」グループの「実行」ボタンを押します。指定した分割数に基づいて、均等にライン
が配置されます。

自動分割を実行すると、既存の全ラインは上書きされます（Ctrl+Z で元に戻せます）。自動配置後に手
動で微調整できます。

4.5 画像の拡大・縮小と表示位置の移動

細かい位置にラインを引くため、画像を拡大して表示できます。

操作 内容

Alt + ホイール
カーソル位置を中心に拡大・縮小します。倍率は、ウィンドウに収まる大きさ

（1倍）から32倍までです。

ホイール 画像を上下に動かします。奥へ回すと画像の上側が見えます。

Shift + ホイール 画像を左右に動かします。奥へ回すと画像の左側が見えます。
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操作 内容

Space を押しながらド
ラッグ

表示位置を自由に動かします。

中ボタンでドラッグ 表示位置を自由に動かします。

拡大中も、ラインの追加・移動・補正・個別分割はそのまま使えます。

2倍以上に拡大すると、画素の境目が分かるように補間せずに表示します。
画像は、ウィンドウに収まる大きさより小さくはなりません。1倍のときは画像が余っていない方向に
は動きません。

表示倍率は、画像サイズが変わる画像を読み込んだときに1倍に戻ります。
拡大縮小や表示位置の移動は、出力される画像には影響しません。

図10：画像を拡大した状態。 輪郭や文字と分割線の間隔を確認できます。全体が見えなくなったら、Space
+ ドラッグで見たい場所へ動かすか、Alt + ホイールで縮小します。

マウスカーソルの見た目

状態 カーソル

通常 十字

Space を押している間 手のひら
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状態 カーソル

表示位置を移動している間 四方向の矢印

Shift を押し、区間の上にいるとき 縦線は左右の矢印、横線は上下の矢印

Shift を押し、区間の上にいないとき 通常の矢印（ラインを追加しないことを示します）

画像の上にマウスがあるときは、Space キーでフォーカス中のボタンが押されることはありません。

4.6 操作の取り消し

分割ラインの変更を、Ctrl + Z で直前の状態に戻せます。押すたびに1操作ずつ、さかのぼって取り消しま
す。

取り消せる操作:

ラインの追加

ラインの削除

ライン全体のドラッグ（1回のドラッグが1操作）
Shift + ドラッグによる区間の補正（1回のドラッグが1操作）
Shift + 右クリックによる補正のリセット
自動分割

補足:

履歴は最大100件です。画像を読み込むと履歴はなくなります。
数値入力欄にフォーカスがあるときは、入力欄自身の取り消しが優先されます。

やり直し（Ctrl+Y）はありません。
書き出し済みのPNG、拡大縮小、表示位置の移動は、取り消しの対象ではありません。

4.7 分割の実行

「分割実行」ボタンを押すと、設定したラインに沿って画像が分割されます。分割と同時に画像サイズの自

動調整が行われ、結果が出力フォルダに保存されます。補正した区間がある場合は、補正後の範囲で切り出

されます。

端の除外

分割前に次のチェックボックスにチェックを入れると、対応する端の画像を出力対象から除外できます。

上辺を除外 / 下辺を除外 / 左辺を除外 / 右辺を除外

チェックを入れると、実際に除外される範囲が半透明の灰色で表示されます。灰色の部分が不要な余白だけ

になっているか、分割前に確認してください。

チェック 灰色で表示される範囲

上辺を除外 一番上の横線より上側（最上段）の範囲

下辺を除外 一番下の横線より下側（最下段）の範囲

左辺を除外 一番左の縦線より左側（左端の列）の範囲
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チェック 灰色で表示される範囲

右辺を除外 一番右の縦線より右側（右端の列）の範囲

灰色の表示は、線の追加・移動・削除、区間の補正、拡大縮小に追従します。チェックを外すと解除されま

す。複数の設定が重なった角も、同じ濃さで表示されます。

横線がない状態で上辺または下辺を除外すると、画像全体が1行として除外されます。縦線がない場合
の左辺・右辺も同様です。灰色の表示は画面上の目印で、画像ファイルに塗り込まれることはありま

せん。個別分割では、この除外設定は適用されません。

ファイル名

出力ファイルは「01.png」「02.png」のように2桁の連番で保存されます。出力フォルダに既存のファイルが
ある場合は、その続きの番号から採番されます。

4.8 個別分割

分割ラインで囲まれた1つの範囲だけを、個別に書き出せます。

1. 分割ラインから離れた位置で、画像上を右クリックします。
2. 表示されたメニューから「個別分割」を選びます。
3. カーソル位置を囲む範囲だけが、出力フォルダに書き出されます。
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図11：個別分割のメニュー。 書き出したい絵の内側で、赤い線から離れた場所を右クリックします。「個別
分割」を選ぶと、その絵を含む1区画だけを書き出せます。

切り出し範囲は、補正した区間を反映した範囲です。

縮小のルールとファイル名の採番は、「分割実行」と同じです。

「端の除外」の設定は適用されません。指定した範囲は必ず書き出されます。

書き出し後、分割済み画像エリアが更新されます。完了のダイアログは表示されません。

ラインの近くで右クリックすると、個別分割のメニューではなく、そのラインの削除（Shift 併用で補
正のリセット）になります。個別分割は、ラインから少し離れた位置で行ってください。

ラインで囲まれておらず、範囲が存在しない位置では、書き出せない旨のメッセージが表示されます。

4.9 Main / Tab 画像の書き出し

分割済み画像エリアで、書き出したい画像を1枚クリックして選択します。

「Main (240×240)」ボタン: 選択した画像を240×240ピクセルのPNG画像（main.png）として出力フ
ォルダに保存します。

「Tab (96×74)」ボタン: 選択した画像を96×74ピクセルのPNG画像（tab.png）として出力フォルダに
保存します。

どちらも縦横比を維持してリサイズした後、不足部分に透明な余白を追加して、正確なサイズに仕上

げます。 書き出し後、分割済み画像エリアが即時に更新されます。main.png と tab.png は赤枠で表示
されます。
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同じボタンを再度押すと、現在選択している画像で対応するファイルを上書きします。MainとTabは、それぞ
れ独立して入れ替えられます。Main／Tabは分割済み画像の枚数には含まれません。

4.10 ZIPでまとめる

「ZIPでまとめる」ボタンを押すと、出力フォルダ内の全PNGファイルを1つのZIPアーカイブにまとめます。

ZIPファイル名は、作成日時（yyyyMMddHHmmss.zip 形式）で自動的に付きます。
ZIPの中では、main.png と tab.png はそのままの名前で保存されます。
それ以外の画像は、元のファイル名の番号順に並べて、01.png、02.png、… と付け直されます。途中
の番号が欠けていても、詰めて振り直します。

ZIP作成後、元のPNGファイルは出力フォルダから削除されます。フォルダ内のファイル名は変更され
ません。

main.png または tab.png が存在しない場合は、不足しているファイル名を示すメッセージが表示さ
れ、ZIP作成は中止されます。

4.11 選択画像を消去

分割済み画像エリアで画像を選択した状態で「選択画像を消去」ボタンを押すと、選択中の画像ファイルを

削除できます。

削除前に、ファイル名を示した確認ダイアログが表示されます。

画像が選択されていない場合、ボタンは無効になります。

サムネイルを右クリックして「削除」を選ぶこともできます。この場合は、右クリックした画像が削除対象

になります。確認で「OK」を選ぶとファイルが削除され、サムネイルと枚数が更新されます。「キャンセル」
では削除しません。Main／Tabの赤枠の画像にも同じ操作ができます。
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図12：画像の消去前の確認。 ファイル名を確認してから「OK」を押します。選び間違えた場合は「キャンセ
ル」で戻ります。

4.12 透過処理

ツールバーの「透過処理」ボタンを押すと、読み込んだ画像の左上のピクセルの色を基準として、そこから

連続して同じ色が続く範囲（背景領域）を透明にします。

処理後は、画像表示エリアの市松模様で透過箇所を確認できます。確認ダイアログで「はい」か「いいえ」

を選んで、適用または取り消しができます。

フラッドフィル方式

Photoshop の「マジックワンド」と同様の塗りつぶし方式です。左上のピクセルから上下左右の隣接する同
色ピクセルへ、連鎖的に透過範囲を広げます。キャラクターの輪郭線で囲まれた内側の領域（白い目・歯な

ど）は、外側とつながっていないため透過されません。

許容差の設定

「透過処理」ボタンの右にある「許容差」のスライダーまたは入力欄（0〜100）で、色の一致範囲を調整し
ます。
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値 動作

0 左上と完全に一致する色だけを透過します。

20〜30（推奨）
PNG圧縮やアンチエイリアスによる微妙な色の違いを吸収し、背景をきれいに除去でき
ます。

50以上 より広い範囲の色を透過します。過剰に透過しないか確認しながら調整してください。

スライダーで大まかに設定した後、数値入力欄に直接数字を入力して細かく指定することもできます（Enter
キーで確定）。

操作手順

1. 透過処理したい画像を読み込みます。
2. 「許容差」を設定します（まず20程度から試します）。
3. 「透過処理」ボタンを押します。
4. 画像表示エリアの市松模様で、透過結果を確認します。
5. 確認ダイアログで「はい」を選ぶと適用、「いいえ」を選ぶと元の画像に戻ります。
6. 透過が不十分なときは「いいえ」で元に戻し、許容差を上げて再度試します。すでに適用した場合
は、元画像を読み込み直します（分割ラインはリセットされます）。左上のピクセルがすでに透明な画

像では、透過処理を再実行しても変化しません。

図13：透過処理を適用した結果。 絵の外側だけが市松模様になり、輪郭線で囲まれた内側の白い部分は残っ
ています。手順2の図2と見比べて、必要な部分まで消えていないか確認してください。
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4.13 分割済み画像の確認・修正

分割済みのPNG画像を別ウィンドウで開き、円形ブラシで塗ることができます。透明色を選ぶと、不要な部
分を消せます。Main／Tab画像も修正できます。

修正ウィンドウを開く

次のどちらかで、対象画像を開きます。

分割済み画像のサムネイルをダブルクリックする。

サムネイルを右クリックし、メニューの「修正」を選ぶ。

上部には、ファイル名と元の画像サイズ、選択した色のR・G・B・Aの数値も表示されます。画像はウィンド
ウ内に収まるように表示され、透明な部分から市松模様が見えます。

色とブラシサイズを選ぶ
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1. 上部の「色」で、透明・黒・白・赤・青・緑・黄・オレンジ・紫・ピンク・灰色から選びます。
2. 一覧にない色は、色の欄に #RRGGBB を直接入力します。例：#FF0000 は赤です。
3. 半透明の色は #AARRGGBB で入力できます。例：#80FF0000 は半透明の赤です。AA は 00 が完全透明、
FF が不透明です。

4. その横の「サイズ」に、円の直径を **1～4096の整数（px）**で入力します。

サイズは元画像上のピクセル数です。ウィンドウの大きさによって画像の表示倍率が変わっても、塗る直径

のピクセル数は変わりません。値が不正なときは、下部に入力方法が表示され、塗り操作は行われません。

スポイトで画像内の色を選ぶ

画像と同じ色で塗りたいときは、色選択欄の横にあるスポイトアイコンを使います。

1. 修正ウィンドウ上部のスポイトボタンを押します。ボタンが選択状態になり、下部に色の取得方法が
表示されます。

2. 画像内の、取得したい色の位置を左クリックします。
3. その画素の色が色選択欄に反映され、上部に R・G・B・Aの数値が表示されます。RGBは赤・緑・青、

Aは透明度で、それぞれ0～255です。Aは0が完全透明、255が不透明です。
4. 色を取得するとスポイトモードは自動で解除されます。次のクリックやドラッグから、その色で塗れ
ます。
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不透明な色は #RRGGBB、透明・半透明の色は #AARRGGBB として反映されます。透明な部分を選ぶと、透明色
のブラシとして使えます。

Escキー、またはスポイトボタンをもう一度押すと、色を取得せずスポイトモードを解除します。スポ
イトモード中のEscでは、ウィンドウは閉じません。
画像の外側をクリックしても色は取得されず、スポイトモードは継続します。

取得するのは、修正中の画像そのものの色です。透明部分の背後に見える市松模様の白・灰色は取得

しません。すでに塗った場所からも色を取得できます。

色を取得するクリックでは画像を塗りません。色の取得だけでは画像の変更や取り消し履歴は発生せ

ず、保存確認も不要です。

クリック・ドラッグで塗る

画像上でマウスを動かすと、指定サイズの円形の枠が表示されます。

左クリック：円の内側を、選択した色で塗ります。
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左ボタンを押したままドラッグ：移動した経路を連続して塗ります。速く動かしても、点と点の間をつ

ないで塗ります。

色に「透明」を選択：円の内側を透明にします。消した部分には市松模様が見えます。

この操作は、輪郭内を一度に塗る「塗りつぶし」ではなく、円形ブラシが通った場所を塗る操作です。マウ

スボタンを離すと塗りが終了します。画像外では塗られず、画像内へ戻したときに外側を通った経路までつ

ながることはありません。

Ctrl＋Zで元に戻す

修正ウィンドウで Ctrl＋Z を押すと、直前の塗り操作を取り消します。

クリック1回、またはボタンを押してから離すまでのドラッグ1回が、1つの操作です。
ドラッグで何度もマウスを動かしていても、そのドラッグ全体を1回で戻します。
透明色で消した部分も、元の色と透明度に戻せます。

繰り返し押すと、最大100操作まで戻れます。同じ色で塗って画像が変わらなかった操作は、履歴に入
りません。
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色やサイズの入力欄にフォーカスがあっても、画像の塗り操作を取り消します。

画像を元の状態まで戻した場合は、閉じるときの保存確認は表示されません。

修正ウィンドウを閉じると履歴はなくなります。保存して閉じた画像の変更を、メイン画面のCtrl＋Z
で取り消すことはできません。やり直し（Ctrl＋Y）はありません。

メイン画面のCtrl＋Zは分割線の操作、修正ウィンドウのCtrl＋Zは塗り操作を取り消します。

閉じるときの保存確認

「閉じる」ボタン、タイトルバーの×、またはEscキーで閉じます（スポイトモード中のEscは、モードの解除
だけを行います）。画像に変更があると、次の確認が表示されます。

選択 結果

はい
対象のPNGを上書き保存して閉じます。透明度と画像サイズを維持し、メイン画面のサムネ
イルを更新します。
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選択 結果

いいえ 修正を保存せず閉じます。保存済みの画像ファイルは変更しません。

キャンセ

ル
閉じる操作を中止し、修正を続けます。

変更がある間は、修正ウィンドウのタイトル末尾に * が付きます。変更がなければ、保存確認を表示せず閉
じます。保存できなかった場合はエラーメッセージが表示され、修正ウィンドウは開いたままになります。

修正するのは、選択した分割済みPNGです。メイン画面に読み込んだ元画像は変更されません。分割
済み画像を修正しても、すでに書き出したMain／Tab画像は自動で入れ替わりません。修正後の画像
をMain／Tabに使う場合は、その画像を選んで対応する書き出しボタンを再度押してください。

5. 画像サイズ調整ルール
分割実行時（個別分割を含む）、各分割画像は次のルールで自動的にサイズが調整されます。縦横比は常に維

持されます。

スタンプ用画像（分割時）

縦が長辺の場合: 縦を320pxに縮小し、横は縦横比に合わせて自動計算します。
横が長辺の場合: 横を370pxに縮小します。ただし、その結果、縦が320pxを超える場合は、縦を320px
として再計算します。

最終的な縦・横のサイズは、どちらも偶数になるよう調整されます。

Main / Tab 画像

種別 サイズ ファイル名

Main 240 × 240 px main.png

Tab 96 × 74 px tab.png

縦横比を維持してリサイズした後、余白部分に透明な余白を追加して、正確なサイズに調整します。

6. 設定の保存と復元
次の設定は、アプリケーションの終了後も自動的に保存され、次回の起動時に復元されます。

出力先フォルダのパス

自動分割の横分割数

自動分割の縦分割数

透過処理の許容差

設定ファイルの保存場所: %AppData%\LineStampMaker\settings.json

分割ラインとその補正、取り消しの履歴、表示倍率は保存されません。
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7. 操作早見表

画像表示エリアのマウス操作

操作 内容

クリック ラインを追加（選択中の種別）

ライン付近でドラッグ ライン全体を移動

Shift + ライン付近でドラッグ 1区間だけを移動（補正）

ライン付近で右クリック ラインを削除

Shift + ライン付近で右クリック 区間の補正をリセット

ラインから離れた位置で右クリック 「個別分割」メニューを表示

ホイール 画像を上下に動かす

Shift + ホイール 画像を左右に動かす

Alt + ホイール 拡大・縮小

Space + ドラッグ 表示位置を動かす

中ボタンでドラッグ 表示位置を動かす

キーボード

キー 内容

Ctrl + Z 分割ラインの操作を取り消す

Shift 押している間、区間の操作モード

Space 押している間、表示位置の移動モード

Alt + ホイール 拡大・縮小

分割済み画像と修正ウィンドウ

操作 内容

サムネイルをダブルクリック 修正ウィンドウを開く

サムネイルを右クリック → 修正 右クリックした画像の修正ウィンドウを開く

サムネイルを右クリック → 削除 確認後、右クリックした画像を削除する

修正ウィンドウで左クリック 円形ブラシで選択した色に塗る

修正ウィンドウで左ドラッグ ボタンを押している間、連続して塗る

色に「透明」を選んで塗る ブラシの範囲を透明にする
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操作 内容

スポイトボタン → 画像内を左クリック
その画素の色と透明度を塗り色に反映し、RGB・Aの値を表示
する

スポイトモード中にEsc／スポイトボタ
ンを再度押す

色を取得せずスポイトモードを解除する

修正ウィンドウでCtrl＋Z 直前のクリックまたはドラッグ1回を取り消す

修正ウィンドウでEsc／閉じる／×
閉じる。変更がある場合は保存を確認する（スポイトモード

中のEscは解除のみ）

8. 注意事項
出力先フォルダを変更すると、分割済み画像エリアは新しいフォルダの内容に切り替わります。

「ZIPでまとめる」を実行すると、出力フォルダ内のPNGファイルはすべて削除されます。必要なファ
イルは事前にバックアップしてください。

「選択画像を消去」で削除したファイルは、ごみ箱に移動せず、完全に削除されます。

右クリックメニューの「削除」も、ファイルを完全に削除します。画像の修正ウィンドウでのCtrl＋Z
では、ファイル削除を取り消せません。

修正ウィンドウで「はい」を選ぶと、選択したPNGを上書きします。元のファイルを残したい場合
は、修正前にコピーしてください。

分割ラインと補正は、画像を再読み込みするとリセットされます。

「分割実行」と「個別分割」で書き出したPNGは、Ctrl + Z では元に戻せません。不要なファイルは
「選択画像を消去」で削除してください。

透過処理は、元の読み込み画像に対して毎回実行されます。「いいえ」を選ぶと、処理前の状態に戻せ

ます。

許容差を高くしすぎると、背景以外の領域まで透過される場合があります。確認ダイアログで結果を

確認してから適用してください。

出力ファイルの連番は、出力フォルダ内の既存ファイルを参照して自動採番されます。フォルダ内の

連番ファイルを手動で変更した場合は、番号が変わることがあります。

補正した区間の切り出し範囲が、隣の画像の一部を含む場合があります。補正後は、分割結果を確認

してください。

9. 作者への連絡先
ご意見・ご要望・不具合報告は、以下の連絡先までお願いします。

メール: nori3.dev@gmail.com
X（旧Twitter）: https://x.com/nori91407752
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